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ラトヴィア語童話注解：Baltā Pasaka
∼イマンツ・ジェドァニスの作品Visādas Pasakas より抜粋∼






























































① Vakar uzkrita pirmais sniegs. ② Nu viss ir balts. ③ Tik balts, ka nekā
nevar ats
v
k,irt. ④ Baltā vistin,a izdēja baltu olu un pazaudēja to sniegā.
⑤Baltais gailis dziedāja baltu dziesmu, tā ieskrēja paz
v
obelē, piesala tur un palika
karājoties kā balta lāsteka. ⑥ Baltajai vāverei piedzima balti vāverēni, ielēca
baltajos koku zaros, un vāvere nevar vairs tos atrast. ⑦ Visi koki ― balti, eju
pa mez
v
u, nevaru saprast, kur koks, kur baltā diena.
タイトルである Baltā Pasaka の意味は「⽩い童話」である（英語なら The




















ぼ英語の so...that 構⽂に相当。ラトヴィア語では様態節（clause of manner）に
分類され、ka の直前にコンマを置くのが正⽤法。ここでは Tikの前に、Viss ir
を補って解釈する。否定代名詞 nekāは nekas（nothing）の男性・単数・属格。






























⑤ Baltais は balts の限定形形容詞で、男性・単数・主格。gailis「雄鶏は」（男
性・単数・主格）。動詞 dziedāja の不定形は dziedāt「歌う」で、ここでは３⼈
称・単数・過去。baltuは形容詞 balts の単純形で、ここでは男性・単数・対格。
















の単数・位格。動詞 piesala の不定形は piesalt「凍りつく」で、ここでは３⼈
称・単数・過去。主語はやはり baltā dziesma。動詞前接辞 pie-をもつこの形は














⑥ Baltajai は balts の限定形で、⼥性・単数・与格。vāverei「リスには」は⼥
性名詞 vāvere「リス」の単数・与格。動詞 piedzima の不定形は piedzimt「⽣
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む」で、ここでは３⼈称・単数・過去・完了体（前接辞 pie-はしばしば「到達」
などの意味特徴を持つ）。balti vāverēni の balti は男性・複数・主格。男性名詞
vāverēni は vāverēns「リスの⼦供」の複数・主格。balti vāverēni が piedzima
の主語。ここまでの意味は「⽩いリスには⽩い⼦供たちが⽣まれていた」。
動詞 ielēca の不定形は ielēkt「⾶び跳ねる」で、ここでは３⼈称・複数・過
去・完了体（前接辞 ie-の意味特徴については前出⑤の⽂で説明済み）。主語は
前出の balti vāverēni。baltajos は限定形で、男性・複数・位格。kokuは男性名
詞 koks「⽊」の複数・属格。男性名詞 zaros は zars「枝」の複数・位格。ここ
までの直訳は、「（その⼦供達は）⽩い⽊々の枝のところで（⾶び跳ねた）」。un
＝ and。⼥性名詞 vāvere「リス」は⽂脈上、前出の「⽩いリス、即ち、⺟リス」。









⑦ Visi は包括代名詞 viss「全ての」の男性・複数・主格。koki は男性名詞
koks「⽊」の複数・主格。balti は balts の男性・複数・主格で単純形。balti の
前のダッシュは be動詞の役割を担うので、この部分の意味は「全ての⽊々は
⽩い」。
動詞 ejuの不定形は iet（to go）で、ここでは１⼈称・単数・現在。主語代名
詞 es「私は」は省略されている。このような複⽂構造においてはしばしば主語
代名詞は省かれる。後続の nevaru saprast の場合も同様である。対格名詞を
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となる。即ち、kur koks は本来、kur ir koks（where the tree is）の意味であり、













⑧ Dūmi no skursten, iem kāpj balti, un tintes pudelē tinte k l,uvusi balta ―
nezinu, vai jūs redzēsiet, kas te uzrakstīts. ⑨ Ēdam tikai baltu maize un
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dzeram baltu kafiju. ⑩S
v
orīt tīrīju zābakus ― zābaksmērs arī balts.
⑧ Dūmi は複数形のみの男性名詞で、ここでは主格。意味は「煙」。前置詞






在・不完了体（⾏為の継続）。主語は dūmi。balti は形容詞で dūmi を修飾する











分らない」の意味。語彙化した不定形 nezināt は存在せず、nezinuは zināt「知っ





動詞 redzēsiet は不定形が redzēt「∼を⾒る」で、ここでは２⼈称・複数・未
来。redzēsiet は kas 以下全体を⽬的語にする。kas は疑問代名詞 what に相当
し、「何が」の意味（男性・単数・主格）。te は副詞で、「ここに」（here）。





















ここでは１⼈称・単数・過去。男性名詞 zābakus は zābaks「⻑靴」の複数・対
格。zābaksmērs はここでは男性名詞だが、⼥性名詞形もある。意味は「⻑靴
⽤光沢剤」、即ち「靴クリーム」。副詞 arīの意味は「∼もまた」。balts は何度も






⑪ Gauja balta ― iemetu spiningu, izvilku baltu līdaku, uzs
v
k,ērdu līdaku ―
vēderā tai balts pīlēns (norijusi rīl,a!), iespraudu pīlēnam astē s
v
ito zīmīti, palaidu,
lai lido. ⑫ Ja san,emsiet, pabarojiet, apgrieziet spārnin,iem galus, lai neaizlaiz
v
as,
un katru vakaru sildiet s
v




















vēderāは男性名詞 vēders「胃、腹」の単数・位格。tai は指⺬代名詞 tā（that）
の⼥性・単数・与格で、⼥性名詞 līdaka「カマス」を受けていて、ここでは「そ
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⑫ Ja は「もし∼なら（条件）」（if）にあたる接続詞。動詞 san,emsiet は不定形
が san,emt で、「もらう、受け取る」などが原義であるが、この⽂脈では「出会
う、出くわす」などが適切か。ここでは２⼈称・複数・未来（sa-については⑦




動詞 apgrieziet の不定形は apgriezt「∼（の周り）を刈り込む」（前接辞 ap-
の基本的な意味特徴は「∼を回って」）で、ここではやはり２⼈称・複数・命令






























⑬ Kad 以下もメッセージの内容になっている。Kad は接続詞で「∼のとき」。




た」）。olin,uは⼥性名詞 ola「卵」の指⼩辞形 olin,a の単数・対格。副詞 tad は
then の意味。man は⼈称代名詞 es「私（は）」の単数・与格で「私に」の意味。

















⑮ P.S.「追伸」は英語 postscript からの借⽤と思われるが、男性名詞 post-
skripts の頭字語。Varat は、今までに数回出てきた nevarēt（be unable to）と
同様、法助動詞 varēt（be able to）の２⼈称・複数・現在。意味は本来「∼する
ことができる」（可能）だが、「∼しても構わない」（許可）にも相当する。ここ
では後者に解釈する。結びつく動詞不定形は uzzīmēt「∼を描く、素描する」








tikai は only の意味。ar は⑫の⽂にも出てきたが、⼿段を⺬す前置詞で、⽀
配する名詞は具格になる。baltuは⼥性・単数・具格。krāsuは⼥性名詞 krāsa
「⾊、カラー」の単数・具格。ここでの意味は「⽩い⾊で」となる。前置詞 bez
（without の意味）は属格⽀配で、直接以下の⼥性名詞 svītrin,as にかかる。









Vaira Vīk,is-Freibergs, "A Structural Analysis of Lexical and Contextual Semantics―Lat-









る次の歌が有名である（līdacin,a は līdaka の指⼩辞形）。和訳は筆者の試訳である。ラトヴィ
ア⼈の共通認識としては、「カマス」は「若い⼥性」の連想的イメージを含意するといわれてい
る。
Ai, zal,ā līdacin,a, やあ、緑のカマスよ、
Nāc ar mani rotāties; 私のところへ遊びにやってこい。
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Tu dzil,ā jūrin,ā, お前は深い海の中にいて、
Es ozola laivin,ā. 私は樫の⽊の⼩⾈に乗っている。
Iet laivin,a dziedādama, 歌いながら⼩⾈が進むと、
Nāk līdaka dancodama. カマスは踊りながら近寄ってくる。
（出典：A. Kronenbergs：Tautas Dziesmu Vācelīte, Rīga [1987], p.14）
なお、上記の出典に基づくこの⺠謡を科学アカデミー版テキスト（⾔語・⽂学研究所編、第
３巻、1981）で詳細に調べると、最初の４⾏までが単独の⺠謡（番号12962）であり、最後の２
⾏は直前の同種⺠謡（番号12961）の後半部をそのまま借⽤し、２つの⺠謡を合わせたような構
成になっている。
このように、ラトヴィア⺠謡では原型となる⺠謡中の話題を展開させるために、別な同種⺠
謡の⼀部を柔軟に組み合わせることが頻繁に⾒られる。
余談ながら、ツライダの広⼤な「⺠謡公園」（Dainu parks）には、筆者の知⼈でもある彫刻家
インデュリス・ランカ（Indulis Ranka）が制作した多数の⽯像彫刻が配置され、その中に、上
述の⺠謡「緑のカマス」をモチーフとする彫刻が含まれている。
（追記３）今回この注解を執筆するにあたり、下書き原稿をリンダ・ガルワーネ（Linda Gal-
vane）さん（⼤阪⼤学⼤学院⽂学研究科［⽐較⽂学専攻］在籍のラトヴィア⼈留学⽣）に読ん
でいただいた。その際、彼⼥の⺟語ラトヴィア語の持つ微妙な意味的ニュアンスや、名詞が意
味する指⺬物についての特徴などを指摘していただいた。同時に語学的な多数のコメントも
賜った。筆者にとってはあくまでも外国語であるラトヴィア語の理解において、⾃分⾃⾝の⾔
語的分析は表⾯的である場合が多い。従って、彼⼥の指摘や意⾒は極めて有益で貴重な情報
（それも⽴派な⽇本語による説明つきで！）ばかりであった。おかげで、原稿では数か所にお
いて（筆者が予想していた部分も、思いがけない部分も含め）、この注解にとっては必要な修正、
訂正を施すことができた。
その結果、注解というこの種の考察にありがちな、筆者による独りよがりな解釈や思い込み
に陥らずに済んだ部分が多い（ただし、未だ残っているであろう誤謬や、説明不⾜は筆者の責
任であることはいうまでもない）。この場をお借りして、ガルワーネさんのご厚意とご助⼒に
対し⼼からの感謝を捧げたい。
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